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これが秋田だ！食と芸能大祭典開催業務に関する

公募型プロポーザル実施要領

１ 目的

この要領は、これが秋田だ！食と芸能大祭典開催業務について、委託業者の

選定にあたり実施する公募型プロポーザルに関して、必要な事項を定めるもの

である。

２ 業務概要

(1) 発注者

これが秋田だ！食と芸能大祭典実行委員会（以下「実行委員会」という。）

(2) 業務名

これが秋田だ！食と芸能大祭典開催業務

(3) 業務内容

別添『これが秋田だ！食と芸能大祭典開催業務仕様書』（以下「仕様書」

という。）のとおり

(4) 業務期間

契約締結の日から平成３１年７月３１日まで

(5) 事業規模

本業務の事業規模は、３３，６５０千円（消費税および地方消費税を含む。）

までとする。

３ 選定方式

選定方式は、企画提案書の内容、過去の実績等を総合的に比較検討し、最適

な業者を選定する公募型プロポーザルとする。

４ 参加資格に関する事項

(1) 参加資格要件

本プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる事項をすべて満たす者とす

る。

ア 公益財団法人秋田観光コンベンション協会の賛助会員であり、賛助会費

を完納していること。

イ 過去に公的機関等が発注した本業務の内容と同種の業務又は類似の業務

の受託実績を有する者であること。

ウ 秋田市より、製造の請負、物件の買入れその他の契約に係る指名停止措

置を、公募開始の日から特定結果の通知の日までの期間内に受けていない

こと。

エ 秋田市税に滞納が無いこと。
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(2) 共同企業体(JV)での参加

本プロポーザルに共同企業体での参加は可能とする。ただし、すべての構

成団体が(1)の要件を満たしていなければならない。また、構成団体が別途単

独または重複しての参加は認めない。

５ 参加表明

(1) 提出書類

ア 参加表明書（様式１）

イ 業務実績書（様式２）

ウ 会社概要および業務の実施体制（様式３）

エ 秋田市税の納付書の写しまたは完納証明書

オ 共同提案申請書（JV参加のみ）

(2) 提出期限 平成３１年１月２９日（火）正午

(3) 提出場所 〒010-0921 秋田市大町二丁目２－１２

これが秋田だ！食と芸能大祭典実行委員会事務局

（公益財団法人秋田観光コンベンション協会内）

Tel 018-824-1211 Fax 018-824-0400

E-mail acvb@acvb.or.jp

(4) 提出部数 １部

(5) 提出方法 持参によること。

(6) 受付時間 午前９時から午後６時まで（１月２９日は正午まで）とする。

６ 参加者の決定

本プロポーザルへの参加者は、５の提出書類について審査会における審査を

経て決定するものとし、審査結果は書面(ファクシミリ)により通知するものと

する。

７ 企画提案書の作成

本プロポーザルへの参加者は、次に定めるところにより企画提案書を作成し、

提出するものとする。

(1) 提出書類

ア 実施計画書

・様式自由（Ａ４版）

・企画提案の構成は概ね次のとおりとする。

①基本的な考え方

②各会場ごとの企画案

③会場配置図(全体、会場毎)

④イベントの広報計画

イ 広告協賛金募集計画書
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・様式自由（Ａ４版）

・広告協賛金に対する対価や見込み額などを盛り込むこと

ウ 見積書

・様式自由（Ａ４版）

・企画提案にかかる費用を積算すること。

エ 実施スケジュール

・様式自由（Ａ４版）

・契約後から事業終了まで、企画提案の実施スケジュールを提出すること。

(2) 不明な点がある場合の質問の提出および回答

ア 提出方法 電子メール（メールアドレス：acvb@acvb.or.jp）

イ 提出期限 平成３１年１月３１日（木）午後４時

ウ 回答方法 電子メール

８ 企画提案書の提出

(1) 提出期限 平成３１年２月７日（木）正午

(2) 提出場所 ５(3)に同じ

(3) 提出部数 正本１部、副本５部とする。

(4) 提出方法 ５(5)に同じ

(5) 受付時間 土曜日、日曜日、祝日を除く日の午前９時から午後６時まで

（２月７日は正午まで）とする。

９ 委託業者の選定

委託業者は、審査会でのプレゼンテーションおよびヒアリングを経て、総合

評価方式により選定する。

(1) 審査会

ア 日 時：平成３１年２月１２日(火)１０：００から

イ 会 場：秋田商工会議所役員会議室

ウ 内 容：企画提案書によるプレゼンテーションおよびヒアリング

エ 注意事項：プレゼンテーションは企画提案書に添ったものとし、１者

１０分以内とする。

(2) 評価項目および評価割合

ア 業務執行力 15/100

イ 企画提案書の内容 65/100

ウ 広告協賛金募集計画および見積書の妥当性 20/100

エ 応募者が１者であっても審査を実施するものとし、審査委員による評

価割合の平均点が70/100を下回った場合は選定しない。

(3) 選定結果の通知

選定された企画提案書の提出者に対しては、書面によりその旨を通知する

とともに、特定されなかった者に対しては、書面によりその旨と理由を通知
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する。

10 契約の締結

９において選定した者と、契約締結に向けた交渉を行う。

11 提案の無効

次のいずれかに該当する場合は、その者の提案等を無効とする。

(1) 提出期限を過ぎて提出された場合

(2) 提出書類に虚偽の記載があった場合

(3) 審査の公平性を害する行為があった場合

12 その他

(1) 企画提案書の作成等に要する費用は、提案者の負担とする。

(2) 提出された書類等は返却しない。

(3) 提出された書類等は、提出者に無断で本プロポーザル以外に使用しない。

(4) 提出された書類等は、審査および説明の目的に、その写しを作成し使用す

ることができるものとする。

(5) 提出された書類等は、公平性、透明性および客観性を期すため、公表する

ことがある。

(6) 前号により公表する場合、提案書の写しを作成し、使用することができる

ものとする。

(7) 企画提案書、広告協賛金募集計画等の提出後の差し替え、追加、削除等は

一切認めない。

(8) 実施企画や業務執行力を認めた場合には、平成３２年も業務の契約をする

ものとする。


